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2 月 28 日（火）に同窓会入会式、3 月 1 日（水）に第 69 回卒業証書授与式を挙行し、 

高校生活でのたくさんの思い出を胸に、普通科 198 名・理数科 42 名、計 240 名が本校を

巣立ちました。校内・校外の様々な行事で活躍し、後輩たちに進むべき道を示してきてくれ

た 69 回生。これからはそれぞれの道を歩むことになりますが、この３年間の高校生活で培

った「島高魂」「伝統と Progress」の精神を胸に、「大きく色鮮やかな輝きを放つ楓」と

なり、輝かしい未来を切り拓いてくれることを期待します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島高だより 
平成 29 年３月号 
（通巻第 132 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

６日(木)入学予定者オリエンテーション 
    登校自学・課題点検(２・３年) 
７日(金)新２・３年生クラス発表 
        登校自学・課題点検(２・３年) 
10 日(月)始業式・新転任式・入学式・PTA 入会式 
11 日(火)新入生テスト 
    校 内 模 試(３年～12 日) 
    校内実力ﾃｽﾄ(２年～12 日) 
*ＰＴＡ学級・地区役員投票用紙を配布 
します。ご協力お願いいたします。 

４月の主な行事予定  

 

 

     

 

 
 
島高には、「文武両道」という素晴らしい校是があります。これは、単に学習と部活動を両立

させようということだけではありません。一つのこと、一つの価値観、一つの道に偏らないと

いうこと。一見両立できそうにない事柄を前にしたとき、安易に片方を放棄し、もう片方だけ

に専念するのではなく、いかにそれが困難であっても両立させ、どちらの道も極めていくという

こと。それが、島高生に求められている「文武両道」であると考えます。それだけに、その実

現は容易ではありません。部活はやりたい、学校行事もやりたい。しかし、勉強はどうするか。

1 日 24 時間という限られた時間の中で何を優先し、どう取り組んでいくかは、一人ひとり違い

ます。 

この１年間、その困難な「文武両道」にしっかりと向き合い、その実現のために格闘する多く

の皆さんの姿を、随所に見ることができました。様々な葛藤を抱えながらも自分自身と向き合

っている姿は、とてもすばらしいと思いました。この壁を乗り越えることで、島高生として、

また、人間としての深みと厚みが増していくのだろうと思います。 

「文武両道」という校是それ自体は、ただの言葉にすぎません。そこに命を吹きこむのは、

皆さんです。中途半端な「文武両道」は、もはや島高ではないのです。高校の３年間で何を学

び何を身に付けるか、どんな高校生活を送るかということは、とても大切なことです。社会で

活躍するための最も大切なベースの部分がここで形作られ、皆さんのその後の生き方に大きく

影響を及ぼすからです。島高３年間での学びの姿勢を、この３月卒業していった 69 回生の松﨑

君は「死にものぐるい」という言葉で表現してくれました。そして、「私たち島高生に不可能

はない！」と。皆さんには、自らの良さにさらに磨きをかけながら、どんなに困難があろうと

も新しい道を探る努力をし、真の「文武両道」を追究する「勇敢なる楓」であってほしいと思

います。 
    
このたびの人事異動で、長崎東中学校・高等学校への異動を命じられました。わずか１年間

でしたが、素直で何事にもひたむきに取り組む生徒の皆さんの姿に、大きな感動と力をいただき

ました。保護者、同窓会、地域の皆様方には、本校の教育活動推進に多大なるご理解とご協力

を賜り厚く感謝申し上げます。母校島高の更なる発展と生徒の皆さんの頑張りに期待しお礼の

言葉といたします。お世話になりました。 

校長室から 

校  長 野 田   定 延 

◆生徒感想より  
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。 

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。 

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。 

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。 

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。 

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。 

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。 
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12 日(水)学級役員任命式・容儀指導 
13 日(木)理数科対面式 
14 日(金)早朝補習開始(２・３年) 
    雲仙合宿ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(１年) 
15 日(土)スタディーサポート(１年) 
17 日(月)雲仙合宿研修(１年～20 日) 
21 日(金)「論理コミュニケーション」開講式(２年) 
24 日(月)早朝補習開始(１年) 
    学習合宿研修(２年～25 日) 
26 日(水)スマホ安全講話(LHR) 
28 日(金)歓迎遠足(雨天時は歓迎会) 

真の「文武両道」 
 

◆剣道 

少年男子：黒川 大樹(３年) 鶴浜 貴志(３年) 藤野 聖那(３年) 松﨑賢士郎(２年) 

少年女子：藤崎 薫子(３年) 竹中 美帆(３年) 杉本 唯子(３年) 大園 望夏(３年) 堤 麻衣子(３年) 

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

少年男子：濵本 大徳(３年) 喜多 豊和(３年) 金子 功誠(２年) 金子 将大(１年) 大津 拓馬(１年) 
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１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 島原市霊丘公園体育館・弓道場、島原高校弓道場 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

ソフトテニス 男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

バレーボール男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

バスケットボール男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 小佐々 中央公園、北部グラウンド、東部スポーツ広場、鹿町工業高校 

ラグビー 1/16～1/24 森山ふれあい公園、芝生広場、県営放虎原ラグビー場 
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体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

バレーボール男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

バスケットボール男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 小佐々 中央公園、北部グラウンド、東部スポーツ広場、鹿町工業高校 

ラグビー 1/16～1/24 森山ふれあい公園、芝生広場、県営放虎原ラグビー場 

■10 月 9 日（木）３年生激励会  

大学入試センター試験まで、残り 100 日を切りました。刻々と時間が過ぎる中、３年生

は必死に受験勉強に励んでいます。また、一足早く推薦入試やＡＯ入試を受験している生徒

もおり、各々が進路実現に向けて正念場を迎えています。 

会では異動した先生方からのビデオメッセージが流れた後、1・2 年生から応援メッセー

ジの色紙が、PTA からしおりと千羽鶴が手渡され、長丁場となる受験期を乗り切ってほしい、

という全体の思いを届けました。 

■10 月 13 日（火）～23 日（金） 

第１回夜間学習会  

３年生を対象に夜間学習会を実施し

ています。第 1 回は 119 人が参加しま

した。 

19:00～22:00 まで自学場所を提供

し、可能な限り添削指導・質問に対応し

ています。なお、第 2 回は 12 月中旬に

実施予定です（行事予定参照）。 

3 学年主任 田中 丸栄 

このたびの人事異動により、下記の先生方が島原高校（全日制）を離･退任されること 

になりました。これまで島原高校のためにご尽力いただいたことに感謝するとともに、 

今後のご多幸とご活躍を祈念いたします。本当にありがとうございました。 
 

野田 定延 校長先生 長崎東高校へ   長森 壽夫 事務長先生 ご退職 

松尾 信哉 先生   ご退職      田中 耕二 先生   長崎工業高校へ 

大町 房子 先生   小浜高校へ    喜多 龍昭 先生   県体育保健課競技力向上対策班へ 

荒木 雅義 先生   五島高校へ    岡澤 達也 先生   対馬高校へ 

田中 丸栄 先生   県総務課県立学校改革推進室へ 長岡 康孝 先生    県埋蔵文化財センターへ 

片山 直子 先生   北松農業高校へ  原 亜由美 先生   対馬高校へ 

菊枝 信孝 先生   五島高校へ    朝長 久美子先生   佐世保特別支援学校へ 

原  一樹 先生   県教職員課へ   宮﨑  愛 先生    ご退職 

３月 16 日（木）、春の日差しの下、平成 29 年度入学

の合格者発表が行われ、普通科 192 名、理数科 40 名、

計 232 名が合格となりました。９時 30 分の合格者番号

掲示と同時に一斉に駆け寄り、自分の受検番号を見つけ

ると、友人や保護者と大喜びする姿があちこちで見受け

られました。 

 ４月に島高第 72 回生として皆さんをお迎えすること

を楽しみにしています。 

        在校生代表送辞           卒業生代表答辞  

松坂怜くん           松﨑賢士郎くん  
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    3 月 23 日（木）、2 学年理数科の生徒による「課題研究発表会」を実施しました。 

課題研究は２年生の理数科を数人の小グループに分けて、それぞれ興味のある分野の研

究を１年間かけて進めました。今年度は８班で研究が行われ、それぞれの班が工夫をして

プレゼンテーションソフトを用いた口頭発表と、ポスターを展示して行うポスター発表を

行いました。研究内容は下記の表のとおりです。優秀賞には『熊本地震の震度分布の伸び

の方向性』班が選ばれ、次点の『さつまいもの調理法の違いによる全糖量の変化』班とと

もに、６月の長崎県理数科高等学校課題研究発表大会で口頭発表を行います。 

 

 

  

  
 

３月 15 日(水)、今月末に開催される全国選抜大会の壮行式が行われました。校長先生や生

徒代表の激励のあと、ＰＴＡや同窓会からも激励および激励金が贈られました。 

選手の皆さんの健闘を祈ります！ 

 

 
 
 ３月 14 日（火）、慶應義塾大学政策・メディア研究科特任講師の梅嶋真樹先生、日本論理コ

ミュニケーション技術振興センター上席研究員の齋田有里先生を講師に、遠隔授業で「論理コミ

ュニケーション志望理由発表会」を実施しました。 

 ２年生の８名が、３学期の「論理コミュニケーション」の授業で学び、 

書き上げた「志望理由書」の設計図（文章の構成をまとめたもの）を発表 

し、その場で講師の先生方に改善点や参考になる書籍についてお話しいた 

だきました。発表・見学した生徒たちは、先生のアドバイスに耳を傾け、 

熱心にメモを取るなどし、とても良い経験になりました。 

 

 

第４回 宮崎康平小中高生文芸コンクール 
 
随筆部門 
 

最優秀賞 吉岡 萌々花 
優秀賞  執行 優希 
優秀賞  園田 奈央 
奨励賞  板倉 永和 

 
俳句部門（高校生） 
 
  奨励賞  橋田 知弥   

 

 

剣 道 部  
    （ 
平成 28 年度九州高等学校選抜剣道大会 
 
 男子団体  準優勝 
 
陸 上 部 

平成 28 年度長崎県高等学校 

新人体育大会男子駅伝 
 
区間賞       第４区 近藤 亮太 

 
レスリング部 
    （ 
平成 28 年度第 52 回全九州高等学校 

レスリング新人選手権大会 
 
 個人戦 66ｋｇ級  第３位 金子 将大 
     84ｋｇ級  優 勝 大津 拓馬 
 
  女子 49ｋｇ級  第３位 伊藤 希 
     52ｋｇ級  第３位 森瀬 誌乃 

 

生徒会指導部 志水 法子 

（３月１１日表彰分まで掲載） 

理
数
科
主
任 

植
松 

耕
平 

今年度の卒業生【第 69 回生】の合格状況を報告いたします【３月 22 日（水）現在】。 

国公立大学については、ＡＯ・推薦入試・前期試験の結果となります。最終的な結果や分析は、次号に

掲載予定です。 
 

○大  学 国立大７８名 公立大２９名 私立大（のべ）１６４名 

○準 大 学  ３名 

○短  大  ８名 

○専門学校 ２０名 

○公 務 員  ６名 

                    主な合格校  

〈国立大学〉 

 筑波大１名 横浜国立大１名 大阪大２名 神戸大１名 鳥取大１名 広島大４名 山口大１名 

愛媛大１名 高知大２名 九州大４名 九州工業大１名 福岡教育大２名 佐賀大４名 長崎大 16 名  

熊本大 12 名 大分大３名 宮﨑大４名 鹿児島大 14 名 鹿屋体育大１名 琉球大３名 
 

〈公立大学〉 

 大阪市立大１名 福知山公立大１名 兵庫県立大２名 鳥取環境大１名 島根県立大１名  

県立広島大１名 広島市立大１名 高知工科大２名 下関市立大３名 福岡県立大２名  

長崎県立大 11 名 熊本県立大１名 宮崎県立看護大１名 名桜大１名 
 

〈私立大学〉 

  慶應大１名 国学院大３名 中央大２名 東京理科大１名 法政大２名 明治大３名 立教大２名 

  早稲田大１名 立命館大１名 関西大１名 西南学院大３名 中村学園大３名 福岡大１１名 

  活水女子大６名 長崎純心大９名 崇城大９名 九州看護福祉大３名 熊本保健科学大２名など 
 

〈準大学〉 

  防衛大学校３名 

 

 

 

進路指導主事 酒井 太一 

 
◆剣 道 部男 子 （ 3 / 2 7～ 2 8  愛知県春日井市総合体育館）  

下田  広 大（ 2-2）  志 築  柊 威（ 2-2）   
林 田  拓 朗（ 2-1）  丸 井  謙 志（ 2-1）    
黒 川  雄 大 （ 1-1）  前 田  聖 直 （ 1-3）   
若 杉  一 真 （ 1-5）  
 

◆レ ス リン グ （ 3 / 2 7～ 2 9  新潟県新潟市体育館）  
金子  将 大 （ 2-1）  大 津  拓 馬 （ 2-2）  
 

◆囲 碁 愛好 会 （ 3 / 1 8～ 1 9  大阪府東大阪市大阪商業大学）  
松本  直 太 （ 2-3）  ★祝 ！ 準優 勝  

分野 研究タイトル 

化学 
さつまいもの調理法の違いによる全糖量の変化 

島原と湧水 

生物 アリの研究 

物理 スマートフォンにおける音声認識とデータ量の考察 

地学 
熊本地震の震度分布の伸びの方向性 

島原半島へ近づく地震の脅威 

植生 垂木台地の植生調査 

数学 多角形のデュードニー分割を用いた幾何学的考察 

 

 

２学年主任 小森 貴 

 

                                       
 


